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被
災
経
験
涙
な
が
ら
に
　
一
…
…
…
心

草
薮
寺
で
行
わ
れ
た
。
慢

信
徒
ら
約
5
0
人
が
生
々
し

夭
槌
高
３
年
）
が
道
難

所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

た
大
槌
漁
協
は
現
在
２
６

０
人
で
、
船
が
持
て
た
人

【岩手県大槌町よりお招き／大槌稲荷神社宮司さまご夫妻・高校生３人】

　平成23年３､月11日に起きた東日本大震災には、誰もが大切なものを

思い起こすこととなりました。被災地の方々に限らず、それぞれがそれ

ぞれの立場で、新しいスタートをしていかなければなりません。これか

らどのような歩みを進めていくのか…地球規模で間われています。

　神仏の空間で姿勢を正して心静かに時間を過ごす…。大切なこと…

大切な人を思い起こす…。自分自身を見つめ直す…問い直す…。そんな

心
静
か
に

写
経
、
座
禅

黄
咲
で
児
童
ら
体
験

　
矢
吹
・
町
百
々
の
草
薮
寺

で
2
7
目
、
「
一
日
寺
修
行
」

　
（
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
・
柵
原
星
の
里
ス

ポ
レ
ク
倶
楽
部
主
催
）
が

闘
が
れ
、
夏
休
み
の
子
ど

も
た
ち
が
写
経
や
座
禅
を

体
験
し
た
。

　
柵
原
地
域
と
津
山
市
な

ど
の
幼
稚
園
児
や
小
学
生

ら
約
3
0
入
が
参
加
。
本
堂

で
入
門
式
か
お
り
、
同
形

国
明
住
職
と
修
行
へ
の
誓

正
座
し
て
写
経
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち

い
を
た
て
、
白
衣
を
ま
と

い
、
写
経
を
行
っ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
同
形
住

職
か
ら
「
一
文
字
一
文
字

心
を
込
め
て
書
く
」
な
ど

と
指
導
を
受
け
、
心
静
か

に
取
り
組
ん
だ
。
初
め
て

参
加
し
た
柵
試
乗
小
６
年

中
村
嶺
王
君
言
）
は
「
正

座
で
足
が
痛
か
っ
た
け

ど
、
集
中
し
て
で
き
た
」

と
話
し
て
い
た
。

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ー

ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市
）

と
同
寺
の
「
東
日
本
火
袋

災
被
災
者
夏
休
み
招
待
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
で
訪
れ
て
い

る
岩
手
県
大
槌
町
の
高
校

生
ら
も
参
加
し
た
。

　
寺
修
行
は
子
ど
も
た
ら

が
心
を
落
ち
善
か
せ
る
時

雨
を
持
ち
、
礼
儀
を
身
に

雨

け
る
こ
と
を
狙
い
に
２

一
〇
〇
７
年
か
ら
毎
言
汀
っ

て
い
る
。
　
（
松
山
慎
⊃

「心の充電」の時空を、被災他の方に限らず、参加

されたそれぞれお一人お犬人にお過ごしいただき

たいと願い、この度のプログラム実施に至りました。

『～時空を越えた絆～』と名付けられた二の企画に、

地域を問わず、僧俗を問わず、老若男女を問わず、

たくさんの方が色々な形で参加することが出来まし

た。東七三県を始め、阪神淡路はもちろん、全国各

地から寄せられた「Ｔ人一文字写経」は大変意義深

いものとなりました。また、世界中で活動されるア

ムダ代表の講演・現地道難所となった宮司様の報告

なにより高校生の一言に目頭を熱くいたしました。

彼女らにし旧寺修行」で県七の子供だちと、厳し

くもとても楽しい時間を過ごしました。
　ご法縁に心より感謝申し上げます。本当に有難う

ございました。　　　岡山示威寺住職国明合掌

　　　　　　　一感謝・懺悔・積徳－
　仏さまのいのちが動き始める…新しいスタートロ
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